
野鉄工機の型紙をお求め頂きありがとうございます。

・型紙の特徴
　本品型紙は、鉄道模型を製作される際の参考となるよう、必要な
ケガキ線を素材に印刷するための線画データ、及び解説文のデータ
です。本品だけで完成させることはできません。素材となる用紙、
床板、雨樋や窓ガラス、屋上機器や床下機器などの各部のディテー
ル製作用の素材、塗料、工具などを、必要に応じて別途御用意下さい。

・想定している印刷用紙
　本品は、主要部分について厚さ 0.3mm程度のケント紙に印刷し
て製作することを想定して設計しています。なお、窓のサッシにつ
いては、より薄い用紙を使用する、または窓ガラス側に塗装等で表
現する方が良好な仕上がりとなる場合もありますので、適宜御選択
下さい。

・本品の部材の構成
　本品に含まれるデータは、車体部分の構成部品のケガキ線です。
側板は 2枚重ねで窓枠等のディテールを表現し、うち外側の部材
は左右の側板と屋根を一体として折り曲げて車体形状を構成しま
す。妻板は２枚重ねで、妻板を接着することで車体幅や屋根部分の
曲面形状を保持します。車体本体以外の、雨樋、屋上の通風器、床
板及び床下機器、台車、貫通幌などの部品は含まれませんので、別
途御用意下さい。

野鉄工機の型紙データ

臺灣鐵路局35TP32700型通勤客車

！注意	
本品は、鉄道模型の知識の無い方には適しません。 
各種工具や塗料、接着剤などを使用される際は、それぞれの説明書を良くお読
み下さい。

配布元：野川電鉄アーカイヴ　http://ww36.tiki.ne.jp/~lingnoga/

連絡先：野川　lingnoga@wing.zero.ad.jp　twitter:@noga_den

データ作成　2020 年 5月１6日

・本品の製作時期
　本品の元データは、1997 年に、写真を元に原寸手描きで製作し
たものです。当時の資料や制作環境、設計精度の制約により、寸
法や記載内容に不正確な点がございます。特に、本品の車体幅は
日本国鉄の一般形客車に合わせて設計していますが、実車はもう
100mm位幅広とみられます。悪しからずご承知置き下さいませ。

・模型のプロトタイプ（実物）に関する補足事項
　2020 年現在、本品のプロトタイプとなった通勤客車は営業用と
しては使用されておらず、事業用車両に転用されたものが残ってい
るようです。






